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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１８年　２月　１３日　（月）

　　　司会　藤原　百合子　　記録　本川　沙織
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・浅野　秀子様～今朝、直径５センチの脱肛確認しています。２月１６日に小坂Drに診察して頂いてください。脱肛は自分で元に戻すことできていますが、我慢せず、脱肛の際はスタッフに声を掛けるよう説明しています。
・清川　厚子様～体力つけるため毎食後３０分歩行していきましょう。甘えて拒否する事ありますが、統一した関わりで歩行促がしましょう。（歩行チェック表作成しました。）
· 総括記入し、Ｄｒより戻ってきたＳＳＴ記録・リハビリテーションプログラム記録は規定の場所に確実に綴って下さい。
· 本日より、体験外出プログラム開始しています。付き添い担当スタッフは、内容や日にちを確認し、西病棟スタッフと打ち合わせしてください。　

＜週間予定＞
· ２月１３日～ＳＳＴ研修　本日の研修は２Ｆ会議室で行ないます。

· ２月１３、１４日～課内研修　「事故報告、М―ＳＨＥＬＬ分析」

· ２月１５、１６日～法人研修　「ビジネスマナー」

＜ОＴ報告・ミーティング＞

・村上　幸子様～ОＴ導入当初と動作変わらず集中しています。色塗りを行なっていますが、違う作業をすすめると「いやぁ…。」と自信ない様子で受け入れません。説明には理解し、丁寧に作業できています。他患者様との交流はありません。意欲、自信をつけるために課題提供していきます。外泊時に何をしてきたかの質問に「食事を作りたいが、メニューが考えられない。」と話されています。外泊時、その状況を作業スタッフと共有し、自己評価の向上のための関わりをしていきましょう。

・清川　厚子様～スタッフへの干渉なく計算ドリルを行なっています。取り組むと集中できています。自分の力で取り組んでもらう様促がしていきます。　
・吉田　富秋様～表情硬いです。お小遣い帳記入練習のためとの目標ではなく、計算ドリルがしたいと計算を解いています。共同作業では、自分のイメージですすめてしまうため、他患者様と反りがあわないことがあります。役割を提供すると、拒否なく行う事出来ています。

病棟では臥床傾向であり、注意力、記憶力低下しているため、歩行運動や簡単な作業依頼などの関わりが必要です。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞　

・村上　幸子様～自己評価が低いので、出来ている事は評価していきましょう。体育館でのプログラムで卓球を好んで参加しています。日曜日の体育館使用の際も参加促がしてください。

　　　　　　　　自己評価の向上のため、外泊後、家族を交え外泊中に出来たことの振り返りを行ないましょう。

・山火　るい子様～洗濯の自主性が見られてきましたが、更衣は見守り・声掛け必要です。入浴日には更衣のチェック、また洗濯物は溜まっていないか土曜日に確認してください。腹部の湿疹は軽減していますが、皮膚状態の観察継続して行なってください。２月１１日、「スタッフの分も買います。」と大量のお菓子を購入しています。根気良く現実の話に戻していくよう説明することでしぶしぶ納得しています。お菓子を一気に摂取することがあるため、今後捕食についてのケアプランの検討が必要です。
＜プログラム検討＞

・スタッフの人数が多い日は、個別で外出等してみてはどうかと意見がありました。今後、外出訓練必要な患者様を検討し、実施していきます。


































